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会  議  録 

会 議 名 第９回辰野町立小・中学校あり方検討委員会 

開催日時 令和７年９月３０日（火曜日） 午後６時３０分～午後８時２５分 

場 所 辰野町民会館 大会議室 

出 席 者 出席者 委員 17 名中 17 名、教育委員５名、事務局 4 名 

会議次第 

１．開会 

２．教育長あいさつ 

３．委員長挨拶 

４．協議事項 

５．その他 

６．閉会 

会議結果 

４．協議 

（１）委員会での検討事項にかかわっての論点整理に基づき「少子化の進展に対

応した新たな学校づくりについて」「就学前から一貫した支援・指導のあり方

について」全体討議を行った。 

５．その他 

   特になし。 

発 言 者 発言の内容 

 

教 育 長 

２．教育長あいさつ 

みなさんこんばんは。今年は大変な猛暑で 9 月に入っても 30 度を超える日が続いて

おりました。でもさすがに秋の彼岸を過ぎますと、朝晩ずいぶん涼しくなってまいりま

すね。ときには肌寒さも覚えるそんな季節になりました。秋本番のわけですけど、この

後今年の秋はどういうふうになりますかね。 

そのような中、本日は第 9回目のあり方検討委員会にお集まりいただきまして大変あ

りがとうございます。 

今日は、前回第 8回目までの検討委員会において検討されました内容について整理を

行うということになります。過去 8回、委員の皆さんからはそれぞれ様々な角度からた

くさんのご意見をいただきました。その内容は常に議事録ということで皆様にお返しを

していたわけですけれども、今日はその皆様からいただいたご意見を、第 1回のあり方

検討委員会で教育委員会がお示しをした、こういうことについて検討していただきたい

という 3項目があったわけですけど、それについて、事務局の方で整理させていただき

ました。それをもとに様々なご意見をいただければなというふうに思います。整理した

ものを見ていただいて、ここはどういうことなのか、疑問があるかもしれません。ここ

はこういうふうに付け加えた方がいいのではないか、これもあるかもしれません。ただ、

ここはちょっと違うんじゃない、そんなのもあるかもしれません。それぞれのところか

ら、この３項目についてご意見をいただけるとありがたいなというふうに思います。 
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お世話になりますよろしくお願いします。 

委  員  長 

３．委員長挨拶 

改めましてこんばんは。 

今、教育長の挨拶にありましたように、非常に暑くて長かった夏もようやく過ぎて

ですね、涼しくなってきました。それでもまだ真夏のような強い日差しのときもあ

り、びっくりしているわけですけれども、今年は秋が短いと言われながら、あるいは

暑い暑いと言っている間に秋分の日も過ぎて、日暮れもだいぶ早く感じられる。よく

見ると菊の花の蕾もだいぶ膨らんできております。秋が来ているなってことは感じま

す。委員の皆様、体調はいかがでしょうか。お忙しい時間帯にご出席いただきありが

とうございます。 

少子化が急激に進む中で、子供たちによりよい教育環境の維持、また学びの保障を

するために、この委員会の設置要項にある検討事項を念頭に置きながら討議題を設定

し、少子化の進展に対応した新たな学校の実現に向けて意見を出し合い、そして話し

合いをここまで重ねてきました。 

現行の 3小学校を何らかの形で集約、また再編する。そして、その後小中 9年間を見

通した小中一貫教育の学びの場、例えば学習会等でも扱いましたけれども、小中一貫

校あるいは義務教育学校へと繋げていく。そのためにはどんなふうにしたらいいかと

か、あるいは教育環境をどのようにするかなど、様々な面からの話し合いが進んでま

いりました。 

9 回目の今回は、今お話もありましたけれども、この委員会の設置要項にある検討事

項に沿って、事務局の資料をもとに、今までのご意見を整理し、このあり方委員会の

検討事項に対する提言の内容について全体で討議しながら、内容や表現などについて

検討していきたいと思います。 

小学校 3校を集約していく時期や場所、あるいはやり方、小中学校の一貫教育をどの

ような学校制度のもとで進めていくかなどについては、学校をどう集約していくかっ

ていう話し合いの中で若干出されておりますけれども、新たな学校に関わる詳細の部

分につきましては、残念ながら、この委員会の中で求めることはできないようであり

ます。今後教育委員会、町当局、または町議会などの仕事により具体的にしていただ

けるところかなというふうに思います。 

本日配布されている検討事項に関わっての論点整理ですが、提言の骨子になってい

くと思います。今後の委員会で提言に向けての内容、あるいは表現、文言などについ

て検討することになります。皆さんから出されたご意見がうまく反映されているでし

ょうか。どのような形で加除修正をしていったらよいか、この後の全体討議の時間に

深めていきたいと思います。 

よろしくお願いいたします。 

委 員 長 

４．協議 

それではよろしくお願いします。 

本日の協議は、まず全体で検討事項にかかわる論点整理の資料をもとに、少子化の



 - 3 - 

進展に対応した新たな学校作りについて、また就学前から一貫した支援指導のあり方

について、その二つが討議の柱として載っていますけれども、これについて委員会の

設置要項にある検討事項と今後の提言の内容などを念頭に入れて、その内容や表現の

仕方、他に盛り込んだ方が良いことについて討議をしていきたいと思います。 

本日配布されています辰野町立小・中学校あり方検討委員会論点整理のプリントを

ご覧いただきたいと思いますが、事前に配布されたものがありますが、今日配られた

ものをもとに話の方をしていきますので、そちらに差し替えていただきたいと思いま

す。先ほど挨拶の中で触れましたけれども、検討事項にかかわっての問題整理が提言

の骨子になっていくと、そして今後の委員会で、その提言に向けての内容、表現、文

言について具体的に検討することになりますが、事務局より配られた資料 No.2 のとこ

ろを見ていただいて、辰野町立小・中学校あり方検討委員会に付託された事項にかか

わる論点整理というプリントがありますが、これももう既に皆さんのお手元にいって

ると思います。第 7回目の委員会で配られた資料でありますけれども、今までそのよう

な経過をたどって、本日のこの提案はできているのですが、いろんな意見が載ってお

ります。それを各自で確認をしていただきながら、本日の討議に活用していただけれ

ばと思います。また詳細については事務局の方から説明があるかと思います。 

それではこれから後の全体討議につきましては、まず事務局から検討事項にかかわ

っての論点整理の資料を説明していただき、内容について、また論点のまとめに繋げ

ていきたいと思いますので説明の方よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 務 局 

今お話がありましたように、本日資料を二つ用意させていただきました。No.2 の方

は、第 7回の委員会で使わせていただいたもので、第 1回から 6回までにおいて、皆様

からいただいたご意見を検討事項に沿ってまとめたものです。そしてそれに、第 7回第

8回の委員会で皆様方から出されたご意見を加えまして、本日資料No.1として、論点整

理をさせていただきました。開催通知と一緒にお送りした資料とかなり違っておりま

すけど、中身は違っておりません。正副委員長さんとの打ち合わせの中で、付け加えた

方がいいところ、もう少し詳しくしたほうがよいところで変わってきておりますけれ

ども、大まかなところは変わっておりませんのでよろしくお願いいたします。 

それでは、資料 No.1 の 1 ページからお話をさせていただきます。まず、検討事項の

（１）少子化の進展に対応した新たな学校作りに関する事項①少子化の進展に対応した

望ましい教育環境のあり方に関する事項、これについてですけれども、学びの集団と

しての人数、複数の学級を確保し、活気ある、良好な教育環境を継続的に維持してい

くために、町内の三つの小学校を何らかの形で集約(再編）したい。小中学校の 9 年間

で育てたい人間像に向け、9 年間の連続した学び活動が可能となるように小中一貫教育

を推進したい。この中身あるいは趣旨等ですけれども、子供たちが一定規模の集団生

活の中で多様な考えに触れ、認め合い、協力し合い、切磋琢磨することを通じて、一

人一人の資質や能力を伸ばしていくことを大切にしたい。それから学年に複数の学級

があることで、学級編成替えが可能となり、子供たちにとって、人間関係がリセット

できたり、固定化された充実が解消されたりすることを期待したい。次ですけれど

も、この 9年間で育てたい人間像ですけれども、その中身といたしまして、辰野町の教
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育ビジョンをそこに載せさせていただいております。育てたい人間像として、辰野町

教育委員会では、①広い視野と豊かな想像力を持ち、これからの予測困難な社会にあ

っても力強く生き抜く力を備えた人②ふるさとか辰野町に学び、故郷に誇りと愛着を

持った人、を定めています。そして、①確かな学力、②豊かな人間性、③健康体力を身

に付けることで、未来に向かって生きる（伸び行く）「辰野っ子」を目指しています。

この教育ビジョンについても委員会で扱っております。それをもとに、小学校と中学

校が同じ教育目標のもと、義務教育 9年間を一貫した系統的な教育課程を編成し、それ

に基づき教育活動を行う小中一貫教育により、子供たちの学びが校種を超えても途切

れなく進まれていくことを期待したい。教職員にとっても、小中一貫教育を行うこと

は、小中の枠を超えて互いに連携・協働し合いながら、よりよい教育の創造を目指し

ていくことが期待でき、子供たちへの見守りも多くの教職員の目で連続して見ていく

ことができる。三つ目ですけれども、集約することによる課題数等につきましても、

皆様から様々なご意見をいただきました。学校を集約することにより生じる通学や地

域との関わり等の課題について配慮をしたい。学校を集約することにより学校が遠く

なり歩いて通えない、道草ができない、通学の課題ですよね。それから、学区が広く

なることにより、学校支援ボランティアの関わりが難しくなる、学校と地域との関わ

りが希薄になる懸念が生じる等の課題が生じると思われる。これらの課題、あるいは

その課題の対応についても既にいくつかご意見をいただいておりますけれども、これ

らの課題については新たな学校を構想する中で検討していきたい。3 ページにいきま

す。②小・中学校と地域との連携のあり方に関する事項です。これらは前回の委員会

で議論し、ご意見等をたくさんいただいたものです。新たな学校でも、学校と地域と

で連携協働して子供たちを育てていくことを大事にしたい。辰野町には、地域が学校

を支える気風があり、学校と地域が育てたい子供像を共有しながら連携、協働して子

供たちを育ててきた。子供たちが 9年間を通して、辰野町の様々な人々との出会いの中

で、自らの生き方を考えることができるよう、子供たちと地域との一層の繋がりを期

待したい。町内の小・中学校では、現在、地域の「ひと・もの・こと」を中心に多くの

ことを学んでいる。これは前回の委員会で具体例等を出していただきました。新たな

学校でも辰野町の魅力、特色を生かした教育課程を編成し、町への愛着を深めたり、

誇りを持ったりする心を一層育んでいきたい。学校支援ボランティア等学校と地域と

で連携協働して、子供たちを育てていくことを引き続き大事にしていきたい。子供た

ちが地域の行事等に参画することにより、地域で地域の子供を育てていくことも大事

にしたい。それから体験活動の重視ということもご意見をいただいております。自然

体験社会体験等五感を使った学び、キャリア教育等社会と繋がる学びを大切にした

い。人生の中で最も感受性豊かな小・中学生期の子供たちにとっては、実体験が重要

である。子供たちは、具体的な体験や事物とのかかわりをよりどころに、感動した

り、驚いたり、疑問を持ったりしながら学んでいく。今後、ICT の活用がさらに進んで

進んだり、AI が導入されたりしても、五感を使った実体験を学びの原点としたい。そ

れから、次のところで特に今まで扱ってきませんでしたけれども、教育課程外の活動

のあり方、放課後の子供の居場所、課外活動の位置づけおよび地域連携については、
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今後別の機会新たな場で検討していきたい。中学校部活動の地域展開、小学校放課後

学童クラブのあり方等については、それぞれの場で検討を重ねていく。ということで

す。最後 4ページですけれども、就学前から一貫したし支援指導のあり方に関する事項

①多様化する児童生徒への支援指導のあり方に関する事項、多様化した子供たちの学び

ですとか、保障ですとか、居場所ですとか、そういうことに関してたくさんご意見を

いただいておりますが、多様な背景を持つ全ての子供たちが共に学び共に育つ教育環

境を検討したい。障がいのある子供や学習面、行動面で著しい困難を示す子供、複雑

な家庭事情を抱える子供、また特異な才能を持つ子供など、多様な背景を持つ全ての

子供たちが共に学ぶことで、一人一人の子供がその子らしく育っていくことを大切に

していきたい。不登校・不登校傾向の子供や、人間関係の状況の変化、人間関係は友

達、先生、家庭等との間の関係です、それからいじめ等一人一人の状況を踏まえた学

びの場を提供するなどして、誰一人取り残さない教育を進めていきたい。それから②

と③、これについては一緒に考えさせていただいておりますけども②保育園から小学

校中学校の連携のあり方に関する事項③保育園、幼稚園から高等学校、短期大学まで

揃った町の良さを生かした学校作りに関する事項。保育園、幼稚園から高等学校、短

期大学まで揃った町の良さを生かした教育の推進に幅広く取り組んでいきたい。小中

学校の教育を充実させるために、幼保小連携や幼児期の教育についても、共に大事に

考えていきたい。保育園、幼稚園から小中学校、さらに高等学校から短期大学まで揃

った町内の教育環境を有機的に生かし、それぞれが抱えている教育諸課題に対応する

ため、町内各教育機関同士の連携、交流による教育環境の整備向上に引き続き取り組

んでいきたい。これにつきましては辰野 E サミット等で今も展開しておりますけれど

も、そんなところを大事に今後もしていきたいということです。 

以上雑駁な説明で申し訳ありませんが、私からは以上です。それでは検討よろしく

お願いいたします。 

委 員 長 

今、検討事項に関わっての論点整理ということで資料の説明をしていただきました

が、内容等で確認をしたいこと、また質問、それからあとこれをもとに提言をしていく

わけですが、こういう意見、あるいは内容も盛り込んだ方がいい、付け加えた方がいい

というようなご意見もありましたらお出しいただきます。多くの内容がありますので、

5分間時間をとりますので、もう 1回ずっと見ていただきながら、ご準備をいただきた

いと思います。 

委 員 長 

それでは進めさせてもらいます。全体を三つに分けさせていただいて、まず最初に

（１）の①少子化の進展に対応した望ましい教育環境のあり方に関する事項ということ

で、1ページ目と 2ページ目になりますが、そこのところで、確認したいこと、質問あ

るいは付け加えたらいいんじゃないかとか、これも盛り込むべきだっていう意見を出

していただければと思いますがいかがでしょうか 
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Ａ 委 員 

まず確認したいのはですね、1 ページの下の（１）の①の中の学びの集団としての人

数、複数の学級を確保し活気ある良好な教育環境を継続的に維持していくために町内

の三つの小学校を何らかの形で集約したい、これはもうこの委員会として結論付けてい

くという解釈なんですかね。委員が半分近く変わってる中で、その大前提のところが

はっきりしていないもんですからそこのところの議論をし直すのか、もうそれは決ま

ってることで新しく直さないとするのか、そこをまず確認したい。 

委 員 長 

それが具体的に出てきた部分というのはですね、今日配られた資料の 2 のところ A3

版ですが、それの真ん中あたりの一番右側の方の四角のところですかね、集約の方向

あるいは集約にあたってということで、その辺に今Ａ委員が出された部分のところで

いろいろご意見をいただいております。それで、今日私も皆さんの方から何も出なか

ったら、このところは皆さんにちょっとお諮りしようかと思ったんですが、実際に何

らかの形で集約するっていうことでずっとこの文言で来てるわけですけれども、具体

的にはそこにある内容を皆さんこれにしましょうとかそういうふうな決定はしており

ませんので、例えばこの委員会の中でこの意見が多く出ましたっていうような形とか

ですね、この委員会としてのあり方が出せると思いますので、ぜひ多くのご意見を出

していただいて、はっきりしたいなというふうに思った部分がありますので、そのと

ころは意見を求めたいと思います 

Ａ 委 員 

最初にこのことについて、意見を述べさせてもらいたいと思います。10 年前に小中

学校あり方検討委員会の答申というか、まとめに、1学年10人という目安があったんで

すよね。その目安がやっぱり私も同感というか、何らかの形で目安、基準を設けない

と、いろんな考え方がある中できちんと納得というか仕方ないねという、あるいはい

や良かったねというような判断基準、あるいはなんていうんですかね、妥当性ってい

うそういったものをやっぱり設けるべきだと思うんですよね。それが 10 人というのは

実に私も同感だと思ってます。ただ南小の例を挙げてみますと、このままいくと 10 人

を切るのが近いうち出そうだというような話がありますので、であれば私は改めて提

案したいのは、1歳児から 6歳児までの合計が 60人を切ったら、そこから統合に向けて

具体的に進めましょうというふうにすれば 5年なりかけて統合できるわけですからそん

な基準がやはり何らかの形の基準を設けるべきだというふうに思います 

委 員 長 

関連していかがでしょうか。そこの 3番目にあるように、いわゆる統合の仕方みたい

なものですね、統合の基準というかルールを作っていく、これはＡ委員もグループ討

議の中でおっしゃったことであります。子供たちが減っていく状況が出てくるよう

な、それぞれがやっぱり納得するような基準が必要じゃないかっていうご意見を前か

ら伺っておりました。 

統合については３校を１校に、あるいはそこにあるように西小と東小を集約して大

きな学校にして２校とかですね、いくつかそこに案として出ております。こういうよ

うにまとめる形で、とにかく集約は必要なんだけれども何らかの形という細かいとこ

ろについてはここで決めても、それから先、教育委員会、また行政、それから議会等

あって、時間的にもそうでしたが、詰めることもなく、こんな文章になってきたとい

ういう経過もあります。一つは何か基準を作って、１０人みたいな形で決まってるも
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のがあるので、そのようにしたらどうかというご意見がありました。 

Ｂ 委 員 

私も途中から参加したので最初のところはよくわからないんですけれど、検討事項

の学びの適正規模・適正配置というものを具体的に検討されたのでしょうか。少人数

以下になった場合には、統合、集約っていうことなんですけれども、適正というの

は、実際には 10人なのか、15人なのか、20人なのか、そういった考えがもしあるとす

れば、どういうふうに決定されたのかお聞かせいただきたいと思います。あと、適正

配置というのは、例えば全校で 100 人の学校があります、もう一つは 30 人の学校があ

ります、また 15 人の学校があります、みたいなことが適正ではないというふうに考え

るのか、例えば三つ学校があったとすれば、それぞれ 60 人ぐらいずつの学校が三つあ

るというのが適正と考えるのか。この適正っていうのがどういう数値もしくはどうい

う根拠で、考えられたのかというような、もしあればお願いしたいと思います 

事 務 局 

この適正規模・適正配置については、具体的な数字、根拠等は検討しておりませ

ん。とにかく、急激な少子化が迫っている、それについてこれからの学校をどうして

いくかっていうそういう観点でもって検討してまいりました。特に数字とか細かいこ

とは検討しておりません。 

委 員 長 

数字とかそういうものについては今後の検討というようなことです。ただ、今言っ

たように、少子化の進展に対応した新たな学校というものを検討していくうえでは、

三つの小学校については何らかの形で集約をしていかないといけない、ここのところ

をまず決めていかないと話が進まないんじゃないかってことで、そこだけは大まかに

決めて、先に進める形になりました。 

教 育 長 

実は今のところっていうのは第 1回目に説明をしているんですよね。コロナ前とコロ

ナ以降で社会は大きく変わってしまう、価値観もガラッと変わってしまって、しかも非

常に多様化してくる。そういった中で子供たちの学びを考えたときに、非常に学校も苦

しい状況にある。例えば全国的に見れば、不適応とか不登校の子供たちは急激に増えて

いる。ありがたいことに辰野町は増えていないわけですけれど、これらを考えたとき、

学校って何なのかっていうことを改めて考えてみる必要がある。そうすると、前回のあ

り方検討委員会では１０人という基準を出させていただきました。今回は、中にはうた

ってないんですけど子供たちの小学校中学校での学びを頭で描いてみたときに、集団で

クラスで友達同士で議論をし合う、話し合いをする、ときにはけんかもしたりするんだ

けど、大きなもの、ダイナミックなものに挑戦をするとなれば、何といっても数が必要

なんですね。これはあえて１０人っていう規定がなくても、10人くらいはどうしたって

これ必要になってくるんですね。その中で、グループを作ったり個々で学んだり集団で

学んだり、また人を入れ替えて学んで行く。それに学級編制ができる、これは非常に大

きなことなんですね。学級編成ができるってことは今までの人間関係をリセットするこ

とができるという非常に大きなメリットがある。このままどんどん置いといていったと

きに、この状況で行ったときに、10名を切る学校が出るわけです。待って待って一つの

学校が全部切ったから閉じましょうねって言ったときに、それは、これで閉じれるねっ
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ていうふうになるかどうか。そういう状況まで子供たちそのまま置いといていいのかど

うか。第１回にお示ししましたけれど、既にもう数年後には学年１0名を切る学校が出

てくる可能性があるというようなこと。これはこれからどんどん出てくる。それまで待

っていいのか、子供たちの学びをそれまで置いといていいのかっていうことなんです

ね。地域とか大人の都合とか不便もあります。でも実際にこれから社会で生きていく子

供たちのことを考えますと、子供たちのこれからが大変です。私達が子供の頃は、ただ

知識だけを身につければよかった。今は知識はいらない。知識は AIが作れるから、こ

れから本当に社会の中で生きていくためには、目の前で起こった事象を自分なりに理解

して、そして、課題を見つけて、どうやったらそれを解決できるのかって追究をして、

自分なりの答えを導いていく。これからの社会はよく言われるが答えがない。我々が学

んだときは、小学校で学んだときは答えは１つしかなかった。これからの社会は、仕事

も AIに変わっていくと言われている。そうすると、自分で生き抜いていかなきゃいけ

ない。そうすると自分に本当に生きていけるだけの力をつけるためには、やはり今学校

においても、とにかく友達と関わり合いながら、あるいは自分で 1人で徹底的に追究し

ながら、そして幅広い知識も身につけながら自分で考え抜く力を身につけていかなけれ

ばいけない。そうするとある程度の集団がなければいけない。でも、ただ集団だけでい

いかとなるとそれが苦手な子もいる、それについてはまた出てくるんだけれどそれなり

の学びの場を作っていかなければ行けない。そういうことを考えますとね、ある程度の

集団、これはもう 10名の規定はありませんけれども、必然的にサッカーにしても野球

をするにしたって 10人くらいは必要。合唱とかあるいは大きな合奏を作り上げる、そ

して成就感を得るってことも、やっぱりやらせていかなければいけない。そうなります

と、ある程度集団が必要になる。だけど一方では少子化が急激に進んでいく。これまで

右肩下がりだったものが、今度上がるってことはまず考えられない。日本中のパイが小

さくなってる中で、辰野町だけ大きくなることは、まず考えられない。そうすればこの

状況を受け入れて、子供たちにどういう学びを提供してやるのかっていうことを考えて

いかなければいけないのではないか。そう思いますので、ある程度の学びの集団、集団

で様々な活動ができるダイナミックなこともできる。集団ができれば先ほど言ったよう

人間関係をリセットするために学級編制替えもできる。先ほどのＢ委員のご質問のお答

えにならないかもしれませんが、集約の方向としての適正の規模あるいは適正な配置、

あるいはどんなふうにそれを集約していくかっていうそこから先についてはその次に

段階で進んでということで、今の段階ではより具体的に、規模はとか、どこに配置して

いくかとかそういうことについては検討を深めておりません。それが実情であります 

委 員 長 

当初のスタートから 9名もの方が変わってしまってね、非常にそういうところが不徹

底な部分があって申し訳ないわけですけれども、今までの経過とか、あと今の発表等

をお聞きになって他にいかがでしょうかね。今、具体的に何らかの形で基準を定めて、

判断基準を決めてっていうようなことが必要ではないかっていうご意見がありました
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が、その辺もうちょっとご意見をお聞きしたいと思いますが。Ａ委員のおっしゃるに

は、10人というあたりが一つの理由としていいんではないかっていうご意見ですね。 

Ａ 委 員 はい。 

委 員 長 

ちょっと私もまとめ方がわからないんですが、今ここで出された意見について、ど

のような形でこれからの提案に反映されていくのか、私もそれ以上のことはわからな

いんだけれども、意見として皆さんからたくさんお聞きして、それを提言の中に生か

していけるってことでよろしいですか。 

事 務 局 

いただいたご意見を全て提言の中に組み入れるっていうことではなくて、今日いた

だいたところをもう 1回事務局の方で整理いたしまして、さらに次回皆さんにもお示し

するつもりです。 

委 員 長 

何らかの形で集約するっていう言葉について今やってるわけですが、他にどうです

か。今人数的な判断基準ってのが出てきましたが。第 7回のときでしたかね、第 6回の

話し合いかな、スピードを持ってやるべきだと、子供の急激なの変化に伴ってね。そ

れで思い切って 3校、あるいは中学と一つで義務教育学校にスピーディーにやったらど

うかっていう意見もありました。それから小学校 3校についてもこれは前にもちょっと

私話しましたように、いわゆる 3校とも閉校になるわけですね。そして新しい学校にな

るわけですからそれも早めに準備をしながらですね、子供たちのいろんな学びの環境

に迷惑にならないような形で準備をしてくれっていう意見もありました。あるいはこ

こにあるように大きな学校に西と東をまず集約して、そしてもう一つの学校をいわゆ

る小規模の学校にして、多様な子供たちを受け入れる学校にしていこうとかですね、

そこにあるようにいろんな形が出てきて、それが出されたままのような形でここに来

ております。もし何らかの形で集約するということについて意見があれば出していた

だければと思います。 

Ａ 委 員 

例えば南小学校が 10人を、私の考えでは平均で 10人を切るっていう基準ですけど、1

回でも 10 人切ればもう駄目だっていうことであれば、それはそれで構わないんです

が、いずれにしても集約するとなったら、南小は箕輪北小の方が断然近いんですね。

あそこなら歩いて通えるんですよ。そういう人が多いんです。さすがに遠い人も出る

んですけども、でも全体にとってみても、みんな北小が近いんですよね。それともう

一つは、進学の問題も今のベースで少子化が進んで、出生数が減っていけば、やがて

中学も大変なことになるんですよね。それを考えたら箕輪中学と一緒にやって、みん

なで電車で通うというふうにすれば、大勢の中で切磋琢磨できるんですよね。クラス

内のリセットも、もう本当にできますし、今の中学だって限界に近いんじゃないんで

すかね。それでこの先なり、まもなく 2クラスになるでしょう。その先を考えたときに

一体どうなっちゃうんだろうというふうに思いますね。 

委 員 長 

広域的な考え方もあるんではないかというご意見だったと思います。他によろしい

ですかね。ちょっと先に行かせてもらいますが、私もふと思ったのは今の①の中で学校

制度っていう言葉がありますが、この辺のところは皆さんご理解していただけている

でしょうか。これは先ほど①のところに学びの適正規模、適正配置および学校制度っ
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ていうふうに書いてあります。事務局の方で、学校制度は具体的にどんなようなこと

を言ってるのか話をしていただけますか。 

事 務 局 
学校制度というのは、例えば現行の 6・3 制、あるいは小中一貫であれば 9 年制と

か、そういうことを意味しています。 

委 員 長 

そうすると文章の中に、例えば小中一貫、小中一貫教育っていうふうに書いてある

その 9 年間の連続した並びっていうんですよね。今まで学習会等やった小中一貫校と

か、義務教育学校っていう具体的なことがこの中に一切出てこないんですが、この中

で小中一貫教育というその中身について、そういう言葉っていうのはこれはもう、表

してるっていうふうに考えていいですか。 

事 務 局 

小中一貫教育制度は、いわゆる 9年制になるわけですけれども、その一貫教育制度の

学校の中に小中一貫校と義務教育学校がある、どちらにするかってことはここではま

だ決定しないってことです。 

委 員 長 
小中一貫教育制度ということで小中一貫校あるいは義務教育学校の学習会までやっ

たわけなんですが、それも含めてっていうことでいいわけですね。 

事 務 局 はい。 

委 員 長 

それではもう一つ、集約することにより生じる課題等がありますが、2 ページ目の後

半のところでありますけれども、今日の資料の中にも町の広報の情報広場っていうプ

リントが資料として載ってると思います。いわゆる集約することによって起こってく

る問題っていうのが、例えば学校が遠くなって歩いて通えないとか道草はできないっ

ていう、あるいは学校ランティア、これだけじゃなくて、きっと多くの問題を抱えて

るんじゃないかっていうふうに思うんですよね。だから、例えばいろんなニュースを

聞いても、いろいろなご意見で案が戻ってしまったり、山ノ内のように帳消しになっ

たりですね、いろいろな例が伝わってくるわけなんですけれども、集約をすることに

より生じる課題みたいなもの、今ここにある通学とか地域の関わりそれでもいいんで

すが、それ以外にもし思い浮かぶことがあればここで出していただいて、今後スムー

ズに集約や再編が進んでいくような形で、できるだけ事前に準備をしていくとかです

ね、何かそれに対して対応策をとってるみたいなことができればと思うんですけれど

も。その辺のところ、課題というのはどうでしょうかね。三つの小学校の集約ってい

うのは、私前回の挨拶でも言ったんですけれども、三つの学校がなくなるわけです

よ。そういうときのいろんなことを考えていただいて、実際に行っていく場面では大

きな課題が生まれてくるような気がするんですがね。その辺のところいかがでしょう

かね。何かもう少し準備をして、やっていかなきゃいけないことがあるような気がし

たもんですから、今、皆さんにお諮りしてるんですけれどもね 

Ｃ 委 員 

3 ページの学校と地域との連携・協働ということに関してなんですけれども、地域と

学校ってのはもうどうしてもこれから繋がっていかないと、地域の方の力もお借りし

つつ子供たちを育てていくってことは、十分に書いていただいてあると思います。地

域っていうひとくくりなんですけども、やっぱり南小に来て特に感じるのは、顔の見

える関係、おじいちゃんはどこのおじいちゃんだとか、どこどこのおばあちゃんだ、

小学校では特にそれが大事だなと思います。一方、大規模校の中学校に以前勤務して
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いた頃は、その当時の中学校は、土日はずっと部活動。大規模校でしたので、一つ一

つの地域と繋がるということも基本的にはあまり職員の中では意識できず、顔の見え

る関係というのは、程遠いかなと思いました。地域の行事に参加するということも、

そうとう難しい。中学生になると、もう学校へ行きっぱなしで当然職員もずっと休み

なく学校へ行き続けるということでした。何を言いたいかっていうと、地域と連携と

いうときに何か一つの仕組みがないと、地域の方も大規模校になった場合、足が遠の

いてしまう。行くきっかけもなくなってしまう。やっぱり地域の方と学校とが物理的

にというか、自然と顔を合わせられるような時間とか、そういう空間が共有できる、

そんな学校だといいなということを思ってます。部活動の地域展開ということも話し

合われていますが、やはりそんな点でも、子供たちが地域に帰って、地域の皆さんと

ともに、部活動も地域の行事にも町のことも共に考えながら、地域の方と考えなが

ら、町を作っていく、そんな仕組みをここに書いてくれとかそういうことではないん

ですけど、なんかそんなものを考えていく必要があるなと思いました。 

委 員 長 

②のところに大きく関わってくるところかなというふうに思います。その前に少子化

の進展に対応した新たな学校づくりっていうことのまとめとして、まだご意見いただい

てない方にお伺いしたいんですけれども、新たな学校作りをしていく上で大事にした

い、あるいは大切にしなければいけないことでちょっとお聞きしたいんですが、保護者

の皆さんとかにお聞きしたいんですけどその辺はいかがでしょうかね。新しい学校を少

子化に対応しながら学校作りをやりますと検討してるわけなんですが、子供たちのため

とか、あるいは一番最初に出てきたように子供たちの集団のこと、複数の学級のこと、

環境のことなどいろいろあるわけでありますが、新しい学校にしていく上で一番大事に

していかないといけないことをいろいろと考えてきたわけなんですが、その辺のところ

をちょっと触れていただければと思います。ここの部分をまとめしていきたいと思うん

ですけれども、実際にこれから新しい学校作りについて次の段階の委員会等でまた検討

していくってことなるわけなんですが、一番大事にしなきゃいけないこととか、大切に

していかなければいけないっていうのは、今は小学校とか中学校的な発想で言ってる部

分もありますので、あと何年後かにその環境の中に入っていく幼稚園保育園の皆さん、

そのところで、ぜひこういうところを少子化の中では大事にしてほしいなとか、新しい

学校を作る時には、こんなふうにしてほしいなっていう、そんなことをぜひあったら発

表していただきたいんですけれども。 

Ｄ 委 員 

今お話ありましたけれども、幼稚園から小学校に行くときに、つまずく子供たちっ

ていうのは、小学校行ってからの保護者からいろいろな話をよく聞きます。そんな中

で何を大事にして欲しいかっていうことに関してなんですけれども、幼稚園にいる

と、教科学習ではないので、基本的にいろんなことを生活の中で子供たちが学んでい

くっていうことがあるので、できたできないっていうような評価は基本的にしないで

す。ところが学校に行くとそのできたできないっていうようなのが子供たちの中で目

に見えてくるのは僕はすごい気になる。やっぱり今後、小学校に行ったときに小学校
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の先生たちの意識がどういうふうに変わっていくかっていうこともやっぱり必要かと

思うんですけれども、小学校の先生がもっと幼稚園だとか保育園に来て、幼稚園保育

園の先生がどういうふうに子供たちを見てるかっていうようなことを体験していただ

きたいなっていうのが一つと、小学校に行ったときに、急にできたできないっていう

評価をしないでいただきたいと。やっぱりそこで子供たちの考え方っていうのは僕は

変わってくるかなと思っています。今まで幼稚園とか保育園ではそういうふうにみて

もらえて、子供たちの中では何らかの形で自己肯定感っていうのはすごい育まれてき

たはずだと僕は思っているんですけれども、学校に行って何らかの形でできたできな

いっていう評価になったときに、子供たちの自己肯定感がどういうふうになるのかっ

ていうのは僕は心配なところです。小学校に行ったときにはそういうふうな形ですぐ

に見ないで、どんな形でもあなたはそこにいてそれだけでいいんだよっていうところ

から始まって欲しい。できればそれがずっと繋がって欲しいっていうのは僕の中には

あるんですけれども、どうしてもそれが教科学習の中にはまっちゃうと非常に厳しい

のかなっていうのは思ってます。それと先日新聞にも出てたので、ある程度ご存知だ

と思うんですけれども、次の学習指導要領に向けての方向性がかなり出ていると思わ

れますので、今後、新しい学校を作るときには、そこに向けたものを新たにきちんと

入れていく必要は必ずあると思っています。僕もまだ自分の中に入ってる情報だけし

かわからないですけれども、もうそこに向かうということであったならば、この先ど

んな学校になるかわからないですけれども、トップリーダーになる先生方の議論が非

常に大きな影響を子供たちに及ぼしてくるのではないかなというふうに思っていま

す。もう３，４年後に新しい学習指導要領が変わるっていうことであるのであれば、そ

こを見据えて考えていくべきなのかなっていうのは思います。その時点になって学校

が変わって、新しい学習指導要領を超えてつまんでいくようなことではないと僕は思

っていますので、そういったところもちょっと考えていただければいいのかなという

ふうに思います。 

Ｅ 委 員 

本当にＤ委員が言ってくださった通りなんですけど、保育園の方は何か本当に一人

一人を認めて、自分たちで考えた意見を取り上げながらやってきて、小学校もきっと

そういうふうにやっていくのかなと思うんですけど、やっぱり一人一人を大事にした

学校になっていってくれるといいなと思います。 

委 員 長 

皆さんいかがですかね。もしあれば今言ったような一番大事にしていってほしいこ

と、あといろいろお立場があるかと思いますが、大切にして欲しいことってなったと

きに、いわゆる環境といいますか、いわゆる指導する立場の者がお互いもっと知り合

うようなこととか、新学習指導要領が今後何年後かに導入されるとすれば、当然その

上に乗っていかないといけないということになればと思いますので大事なところだと

思います。 

次にいかせてもらいます。先ほど三つに分けた二つ目のところでありますが、先ほど

Ｃ委員の方で地域との関係で意見をいただきました。3ページの一番上になりますが、

小・中学校と地域との連携のあり方に関する事項、ここのところでいかがでしょうかね。

先ほどのように、確認していきたいこととかご質問あるいは盛り込んできていってほし
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いことな、いろんな仕組みが欲しいというような具体的な希望があったんですけどいか

がでしょうか。 

Ｄ 委 員 

先ほどＣ委員がおっしゃられたように、地域との連携っていうのは非常に大事かなっ

て思います。この間も思って、その後から考えてたことがあるんですけれども、未来に

向けて地域のことを子供たちに教えることが成り立つようにするためには何が必要な

のかなっていうのをちょっと思ったことがあって、ここに地域との連携っていうのが書

いてあるんですけれども、例えば仮になんですけど、保護者だとか PTAっていうのはこ

こには入ってこないのかっていうのが僕の中にはあって、地域と子供たちが今すごい連

携を持ってやっているのは、その地域の人たちっていうのは、元々保護者であり、PTA

でやってきた人たちなんじゃないかなというふうには僕は思っています。だから逆に言

えば、今度この方たちが PTAとか保護者の方と一緒にそういうふうな活動をしていけば、

そういう人たちが大きくなったときに今度はその PTAの人たちが年配になったときには

その人たちが地域の人として、その地域を担う役割をしていくんじゃないかなというよ

うなことは思っています。その連続性を、この中で考えていくような必要があるんじゃ

ないかなと思うんですけれども、この地域との連携っていうことが非常に出てくるんで

すけど、保護者とか親だとか PTAという文言が一言もないのでそうなってくると、親は

もうそこに任せちゃってそれでいいんじゃないのっていうようなことになりかねない

んじゃないかと思います。そこで親も子供とともに学ぶっていうような部分がどこかに

あってもいいんじゃないかなって思ったんです。 

委 員 長 

今、各学校のコミュニティスクールで、いろんな学校ボランティアを盛んに行って

いるところが、今おっしゃったように地域の方と PTA、学校の三者それぞれがお互い

を巻き込むような形でやってるところは、今ボランティアをやっている方自身が楽し

みを感じ、またそれを一緒にやってる PTAの方がそれを見ながらやってるみたいなんで

すね。今おっしゃったようなことが実際に行われてる学校も多くありますので、いわ

ゆる保護者の関係について、もう少しきちんとしなきゃいけなかったかってのは私も

ちょっと反省してます。 

Ｆ 委 員 

地域との関わりっていうことなんですけれど、前回の答申のときにね、子供たちに

とって地域との結びつきが特に強いのが小学校であり、学区が町全体に広がる中学校

段階での地域についての学習の内容は当然異なるものがある、というようなことが書

かれているんですね。小学校っていうのは、やっぱり地域との繋がりっていうのが強

くなってくると思うんです。その際に、さっきＣ委員がおっしゃったんだけれど、今

は歩いて通えるところの学校の中での地域っていう形になってるわけですよね。前回

のときもお話したんだけれど、統合してしまったときには、地域って言ったときには

辰野町全体になってくるわけですね。地域っていうのをどういうふうに考えなくちゃ

いけないのかっていうことになってくるんだけれど、非常に広いところでもっての学

習になってくるということで、これはとても難しくなってくる面が出てくるんじゃな
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いかなっていうふうに思います。特に私が本当に心配してるのが、小学校の高学年に

なればそれはだいぶ対処されてくると思うんですけれど、小学校の低学年の１、２、3

年生なんていうのはやっぱり自分の足で歩いて、そして勉強するっていうか、そうい

うものが多いんじゃないかな。私も伊那小学校っていうところにいたんですけれど、

低学年で学んでるときには、もう毎日朝 1時間ぐらい外を歩いてます。その中でもって

勉強するようなことを見つけてきては教室に持ち込んで学ぶ。町全体が学区というこ

とになると、そういう学習っていうのがなかなかできにくくなってしまうのではない

かなっていう、そういう懸念があります。それは一つ課題になるんじゃないかなって

思います。 

委 員 長 

ちょっとお聞きしたいんですが、先ほどの学びの集団、あるいは複数の学級、活気

ある教育環境を継続的に維持してくる、そんなようなことについて今後導入してき

て、それから低学年はどうするかっていうことですね。そのときに、先ほどＡ委員が

おっしゃったように、いつまでそれを続けるかですね。例えば子供だけで歩くのは非

常に危険ですよね。人を熊から守るために、ひょっとしたら一人一人ボランティア使

わなきゃいけないような状況とか、そういうものも出てきて、どれだけそういうもの

を生かしながらなおかつ安全、あるいは先ほどの学習のってことを考えたときに、ど

うなったらいわゆる分校にするなりというふうに考えればいいんですか。 

Ｆ 委 員 

それはやっぱり先ほど基準というのをＡ委員がおっしゃったんだけど、１０人をま

ずやってきたあとね、そういう状況になったときにはしょうがなくなってくるんじゃ

ないかなというふうに思うんですけれど、ただ前回の答申で 10 人っていうのが出てい

るわけですよね。そこのところはどうやって考えていったらいいのか、その辺もある

かなって私は思います。学校が統合して、義務教育学校にっていう方向はやっぱり大

事じゃないかなっていうふうに私は思います。特に中学生の関係で 2クラスとかになっ

てしまったときには、専科の先生がつかなくなってしまったりとか難しい状況になっ

てしまいますので、そうなったときに例えば、5 年生なり 4 年生全てが教科担任制って

いう形にすれば、先生確保できるんじゃないかなと。これは私はやってないんです

が、そういう可能性もあるんじゃないかなっていう、そういうことなんです。 

委 員 長 

先ほど低学年、1 年から 3 年の子供たちの地域の学習が、統合されて一つになってく

ると難しくなるっていうそんな話もありました。まだいろんな見方があるもんですか

ら、もしご意見があればいただきたいんですけれども、先ほどの一つの基準ですか

ね、もし 10 人になれば、このあり方委員会の一つの方向になってきますのでその辺に

なってきたら統合という言い方もおかしいですが、統合の方へという形になるんでし

ょうけども。ただいろいろ問題があるかと思うんですが、今のようなご意見、また地

域の方で顔を見るという先ほどのお話もありましたが、あの顔が見えるっていうそう

いうようなことから考えると、一つの要素もあるかなっていうところかもしれません。 

Ｇ 委 員 

経過とかあまり知らない中でご意見させていただいて申し訳ありません。私、10 人

の基準ってすごく大事だと実は思ってはいるんですが、今、高校の再編が真っ只中

で、上伊那はもうまさに再編っていうか統合がどんどん、来年再来年とか 10 年後とい

うふうにも決まってるんですけど、実際どこで統合するかっていうことのめどがない
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と計画も進まないし、辰野町にはそれに向けて予算をどうするのか、先生方をどうい

うふうにしていくのか、どうやって教育課程を組んでいくのか、地域も本当にさっき

Ｆ委員が言われた通りで、小学校の子供たちと地域の繋がりってのはすごくありがた

いことなんだなっていうふうに思うんです。けれども実際いつが統合かっていう目処

がある中で、統合に向かって地域の連携を密にしていくためにはどうしたらいいのか

っていうところで、やり方を工夫したりとかっていう知恵が集まってくるんじゃない

かというふうに思うんですね。これってどこに着地するんだろうというふうに思って

共感しながら話を聞いてるんですけれど、それぞれが良さがあってというふうに思っ

てます。ですけれども、いただいた冊子の中に信濃町の小中学校の資料があって、コ

ピーしたものがあるんですけれども、職員の数が 66 名っていうふうに出ているわけで

す。先ほど南小の子供が 50 名くらいで、あのぐらい小規模だと職員は何人いるんだろ

うなと思います。実は辰野高校もどんどん学校が小さくなっていって、実は 6 時 15 分

に学校出て来たんですけれども、先生方みんな仕事の真っ最中で、そこには生徒が押

しかけてきて質問に答えてやって、まだまだずっと仕事してるわけです。学校が小さ

くなっても、先生方の仕事量は変わらなくて、生徒の数が少なくなってるだけで全く

同じ仕事量で、逆に職員数が少なくなってるんで本当に苦しくなって、もうどんどん

先生方が疲弊しているんです。そういう状況が起こっていって先生たちに余裕をと

か、定額働かせ放題ブラックなんていうふうに言われてるのこれまさにその通りで

す。これを豊かにしていくには、やっぱり学校も大きくなって先生方に日々余裕がで

きて、生徒と向き合う時間を確保していくその中で、当然人数が多くなればいろんな

ところで仕事の割り振りができて地域と関わる担当の先生とかっていう形で。あくま

でも高校が基準で話してるのは申し訳ないんですけども、そうやって分担ができるっ

てことで仕事が減るし、生徒のためにもなるのかなって思います。もしかしたら小学

校とは全然違うトンチンカンな意見を出してるかもしれませんが、もう具体的に今の

段階で 0歳児が何人いるのか、この段階では統合が完成してるのか、どこどこが合併し

てかっていうところまでシミュレーションして、そうするとクラス数がいくつになる

から上伊那全体で何クラス必要なのか。そこはもう一緒にするんだっていう計画の中

で、いろんなビジョン、計画を作っていく、これが普通のやり方じゃないかっていう

ふうに思います。なので 10 人になったとか 9 人になったとかもすごく大事なんですけ

れども、今わかってるところで基準をしいて、やっぱり教育委員会などがリーダーシ

ップをとって最善の知恵を絞るっていうことが一番大事でいいものができるんじゃな

いのかなと思います。いつまでたってもまだまだだとか、マイナスの意見を言って

も、いいものは作り上げられないんじゃないのかなと思います。最後責任があるわけ

じゃないんで、本当に申し訳ない話になっちゃいますがそんなふうに思います。 

委 員 長 

小中学校とかいわゆる義務教育と高校の環境の違いですね。小中学校の市町村立に

なってくると全くその辺はね違うんです。ただ、今の考え方っていうのは非常に大事

で、これからそれをやっていかないと、きっとできないんじゃないかってことを本当

に今お聞きしながら思いました。ちょっとこの中で、教育課程を編成してというあま

り聞きなれない言葉があったかもしれません。辰野の魅力特色を生かした教育課程を
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編成してっていうなことがあります。この教育課程っていうことについて事務局の方

でお願いします。 

事 務 局 

子供たちが学習する教科学習や総合的な学習の時間などがあるわけですが、そこへ

辰野町に関わる内容を入れて、それを各学年ごと１年間の学習内容の形にするという

ことと、今度それを小学校 1 年生から 6 年生まで縦に通して、1 年生では辰野町のこの

ことに関わる内容を学習する、3 年生ではこういう学習をする、そういうことを教育課

程とここでは考えております。 

委 員 長 

前にもお話に出たんですが、中学校が三つの小学校が集約された形であるというふ

うに考えてもいいと思うんですが、辰野中の場合も、町の特色を生かした教育課程み

たいなもの、例えば副読本とかそんなものを扱っているんでしょうか。今辰野の小学

校では副読本とか作っているところですか。 

事 務 局 はい。 

Ｈ 委 員 

今お話が出ていますけれど、中学生になりますと、学習として扱える範囲が地域的

にも広くなりますので、辰野中学であれば、辰野町全体を一つのフィールドというか

自分たちの学びの場として考えて取り組んでいます。1 年生のときには、町のいろいろ

な事業所、一部町を超えることもありますけれど、どのような仕事があって、職業が

あって、どんな事業所、大人の方が働いている場所があるかっていうことを勉強しま

す。2 年生になりますと、基本的には町内の様々な事業所や施設のところでいわゆる職

場体験ということで、1 年生のとき学んだ実際の場面に中学生が出かけていくことにな

ります。さらに、そういった事業所に触れたり様々な施設に触れたりする職場体験を

経て、もう少し冷静に自分たちの町やふるさとっていうものを考えられるようになる

と、3 年生の秋の時期に自分たちが調べてきた町とイメージしてきた町の事をさらに広

げて、こんな自分たちの故郷辰野町になったらいいな、こんなことが辰野でできるん

じゃないかなということを中学生議会へ繋げていって自分たちの故郷を考える学習を

していくことになります。今ご紹介したことは何か国で決まっていてやらなければい

けないとか、子供議会をやらなければいけなと言われてやっているわけではなくて、

中学校としてまさに教育課程を編成するという意味で、1 年 2 年 3 年と地域を舞台にこ

ういう学習を展開していったら子供たちに力がついていくだろうな、この辰野町って

いう地域を生かしていけるだろうなっていうことで行っています。そういう意味でこ

の辰野町の魅力や特色を生かした教育課程を辰野中学として編成している、そんなふ

うにご理解いただけたらありがたいなと思います。繰り返しになりますが、中学生に

なると町というある程度の広さを持っても、それを学習の相手にしていけるっていう

部分は出てくるんだろうなと思います。そうしますと、今お話が出てますように、例

えば小学校を一つに、ある場所に小学校を作ったときに、今ご心配いただいてるよう

な地域と繋がった学習が辰野町の広い範囲をフィールドとしたときに、小学校の 1、

2、3 年生がどういうふうにしたらできていくかっていうようなことについて、何かし

らの道標がこの文言の中に入ってくると、地域の方もある意味では安心されるのかな

っていうことを感じさせていただきました。 
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委 員 長 

地域をどう捉えるかっていう考え方がよくわかったと思います。形の上では 3校を集

約した形の中学でありますので、地域というのは町全体、その町全体の中の地域と子

供たちの学校、学校との連携っていうのを考えていくと形の上ではこれ非常にわかり

やすい一つの問題かなと思うんです。今の顔も見えるっていうところも、中学生が顔

を見ながらその中で人と人と繋がる中で学習するわけですので、これからも小学校が

集約された場合、そこのところに工夫をしてですね、一つの地域としての流れの中で

の学習、そんなところも模索していくことかな思いながら聞かせていただきました。 

最後のところで進めさせていただきます。（２）の就学前から一貫した支援指導のあ

り方に関する事項についてはどうかってことで、4 ページですかね、この辺のところは

いかがでしょうか。確認とか質問、あるいはこういう文言、こういうことを盛り込ん

で欲しいっていうことも含めて結構ですが、先ほどの幼稚園の関係のお言葉の中に、

それぞれの子供に適したような仕方ってことになるかと思うんですがいかがでしょう

か。辰野町の教育ビジョン等でも、多様な子供たち、多様化する子供たちへの対応と

していろいろ書いてありましたので、引き続きここに書いてあるような形で取り組ん

でいってもらうということでよろしいですかね。先ほど少子化の進展に対応した新た

な学校作りで一番大事にしたいと思うこと、大切にしなければいけないことっていう

のをお聞きしたんですけど、まだご意見をお聞きしてない方について、ぜひ一言ず

つ、感想で結構ですので、ご意見や思いをお聞かせ願いたいと思うんですがいかがで

しょうか。新しく委員になられてなかなかわかりにくい方もおいでになるかと思います

が、今日お聞きしたり、他の方の意見をお聞きしたりして、自分なりに思ったことお

話しいただければと思いますが、一言ずつお願いします。 

Ｉ 委 員 

先ほどからいろんな議論を聞いていて、令和 11 年に入学する生徒数、子供の数をみ

ると、やはり将来に向けて辰野町の小・中学校をどうしていくんだってことは、当然

議論をしていかないとまずいと思うんですよね。どういう学校にしようとほっとくわ

けにはいかないのかなと感じます。皆さんが、町民も保護者も皆さん納得するような

形でまとまればこれが一番いいことだと思うんですけども、当然いろんな意見があっ

て、反対する人もいれば、また賛成する人もいると思うんですよね。そういった中

で、やはり町民が一番いいと思うことを、今皆さんで選択しないといけない。そし

て、やはり子供の環境、学びの環境です。これを確保することがやはり一番大切なこ

とだと私は思います。そして地域との関わりをどうやっていくかってこともやはり大

きな課題だろうと思うんですけども、子供を持つ保護者、町民のことを考えて、一番

いい方法を探っていければと思います。 

Ｊ 委 員 

西小も 1年から 6年まで 2クラスずつあるんですけど、一番今多いのが 6年生でしょ

うか。35、6 人ですけど、1 年生が 25 名ずつ 50 名ぐらいだったと思うんですけど、私

は途中から入ったもんですから 10 名という人数があんまり頭になかったものですか

ら、今 24、5人の授業を見てると素晴らしいと思うんです。ちょうど先生が 1対 1みた

いになられる時間が結構取れて、いい教育をやってるなっていうように見てるんです

けど、西小はそんな関係で今ちょうどいいなって感じはしてました。一番大事って言

われると、西小は今度は川島も入りましたから川島から辰野の北の方から宮木新町ま
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でが一緒になって一つの学校を作ってるんですけど、毎年いろいろ PTAの方からも辰野

町の方に要望が出てると思うんですけど、やっぱり歩いてる子供もいるので、安全な

通学の環境がしっかりできてないんです。そんな要望はいつも出されているので集約

するとなると、やっぱり子供が安全に通える環境を考えてもらわないと困ると思いま

すのでよろしくお願いします。 

Ｋ 委 員 

私は今日から初めて参加させていただきましたので何か言えるような立場ではない

んですけれども、前回までの議事録を読ませていただいて、今日も参加させていただ

いて、議論は深まるんでしょうけど、最終的な落としどころというか、結論をどのよ

うに導いていくのかな、決定機関はどこにあるのかなと。この会は検討委員会という

ことなので、おそらくいろんなお立場の方がいろんなご意見を出されて、それを決定

機関の方々が集約して最終的に方向性を導くんだろうなと思って聞いておりました。

Ｇ委員がおっしゃったように、ある程度、時期だとかあるいは基準というお話もあっ

たんですけど、何かそういった方向性を決定する大きなものが何かないとですね、こ

の会はあと何回計画されてるかわからないんですけど、深まる一方で最終的な決定は

どういった形でっていうのは、今日初めて出させていただいて感じました。集約とい

うか統合等いろいろな言い方があるのかもしれないんですけど、それ自体がもう大前

提で決まっていてですね、そこに向けて進めている委員会なのか、それを最後検討す

るのか、私自身わからずに来てしまったので明確な意見を申し上げられないんですけ

れども。保護者という立場で言うと先日中学の文化祭がありまして、ちょっと私は足

を運べてないのですけれども、家族の話を聞くと、非常に盛り上がったと。そういっ

たものが例えば統合なり再編成なりですね、低学年、高学年いろいろなんですけれど

も、幅広い子供たちがそういったものを共有できる、同じ場所で体感できるとそうい

ったことは、いろいろ課題はあるんでしょうけれども、子供たちにとっては有意義な

場になるのかなという思いは日頃の子供たちの会話の中から感じました。ですから統

合、再編成に前向きだとか後ろ向きだとかいうわけではないんですけれども、そうい

った子供たちの学びであったり学校行事であったり、そういったものがより有益にな

るのであれば、統合であったり編成は進んでもいいのではないかなというふうに感じ

ております。 

委 員 長 

途中からということで非常に無理なお願いをしてるわけですが、令和 5年に設置要項

ができて、それに沿って、少子化の進展に対応した新たな学校作りというものについ

て諮問されたこの委員会があって、だからこうしましょうじゃなくて、こんな方向が

考えられるとか、いろんな問題あるってことを話し合うようなことで、最終的な結論

を出そうということではありませんので、様々なご意見をいただいて次回に向けて少

し絞り込んで次に送ってくっていう形になります。 

Ｌ 委 員 

自然体験、五感を使った学びについてなんですが、やはり昔と違って今の子供たちは

昔の子供に比べて外で遊ぶ、学ぶことが少ないために心の安定にかける部分があるのか

なと自分は思っています。下の子が小学校 5年生で田植えがあったんですけれども、田

植えの前の代掻きや田植えをやるにあたって、汚れたくない、田んぼに入れない、手を

つけたくないというようなお子さんが何人かいらっしゃいました。やはり砂遊びとか、
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泥遊びとかに触れる機会が少なくなってきてるところから、そういうことが起こるのか

なっていうのもありますし、今はやりたくないことは無理にやらないという教育方針に

もなってきてると思うんです。でも、泥の中に入れないということについては、先生に

よって全員入れるようになるんだなっていうのをすごく思って、その先生のやり方、言

い方によって、入れない子が５，６人いたんですけど、田植えのときには田んぼの中で

全員が泳いでるような状態に変わっていたのに感動して、5年生まで泥やそういうもの

に触れて来なかった子でも、5年生からでもそういうふうに変われるんだなっていうの

をすごい思いました。先生のやり方がすごく重要だなって言うのも思ってますし、畑や

田んぼや今まで通学路で学んできたようなことができなくなってる子供たちに、学校で

そういう体験をする場を増やしていくことによって最初イヤイヤしてた子も自然にリ

フレッシュできて心の安定に繋がるっていうことが不登校などを減らしていくのにも

繋がるのかなっていうのをすごく思っているので、そういう学びを大切にしていって欲

しいなっていうのはあります。 

Ｍ 委 員 

いろいろ聞いていてＧ委員がおっしゃる通りだなって思ったんですが、文科省の方

では学校教育法の施行規則の中で、小中学校の学校規模について 12学級以上 18学級以

下が望ましいというふうに言ってるんですよね。あるいは長野県の方でも、複式学級

にならない規模であること、あるいは学年に複数の学級がある規模であることが望ま

しいということが言われてるんですね。長野県教委も文科省も当然ですけど、子供の

教育について真剣に考えた結果、この結論を出してるんですよね。ですからそのあた

りも考慮する必要があるんではないかとは思います。それと、信濃町小中学校だとか

もう既に統合されてるところがあるじゃないですか。そういったところの資料はわた

ってるんですかね。例えば先ほどの地域との連携についても、PTA の学校応援団と地域

が一体となってコミュニティスクールを実践していくというふうに書かれていたり、

信濃小中学校では実はふるさと学習ということで、1 年生から９年生までがホップステ

ップジャンプっていうふうにクラス分けされていて、それぞれ学習するだけじゃなく

て、人と人の温かさを感じ地域とともに歩む活動っていうことでふるさと学習を基盤

に、地域と共同参画型の活動を行っていると書いてあるんですよね。あるいは、信濃

学校応援団、これは保護者や地域の方と連携して、自立の力を育む時間を効果的に運

用するというふうに書かれている。こういったものっていうのは皆さんご存知なんで

すかね。2 回に渡ってそれについて学習をして、全員には資料がわたってるわけです。

ただそれは引き継がれているか、また読んでいただいたりとか、そういうことについ

てはちょっと確認しておりません。去年の学習会で僕も参加させていただいて、一つ

にして良かった点、悪かった点をそのときにいろいろと説明していただいたんですよ

ね。実際に辰野町が例えばどういう方向に行くのかっていうところなんですが、他の

地域で実際に実践した学校を調べて、良かった点悪かった点というのをみんなに説明

してもらったら納得できるんじゃないか。おそらくどこの小中学校でも同じ問題は絶

対持ってると思います。それをどう解決したのかっていう、そのあたりをやっぱり勉

強していったらいいかなとは思いました。 
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Ｎ 委 員 

今日参加させていただいた中で、私代表となってますけど、個人の感想になるのか

な。まず私自身思ってるのは、統合小中学校がまとまっていく、これに対しては私自

身は賛成派です。それは中学校に入ると、思春期になって、自分が成長していく過程

の中で小学校の子がすごく子供に見えて感じてしまう。そういったところで小中学校

が一緒になったときに、中学生が小学校の下級生を面倒を見るという表現があってる

かどうかわからないけれども見守ってあげることもできる。見守ってもらった小学校

の子たちが、今度入ってくる保育園の子供たちをより包容力をもって受け入れること

ができる。この環境作りっていうものが学校統合っていうことに関しては、一番のメ

リットじゃないかなと思っているところです。教育という過程の中では、具体的には

もっと大事なことはいっぱいあるとは思うんですけど、ざっくりと私が感じているの

がまずそこです。それと今日、再三にわたって話の中で、いわゆる基準というふうな

表現をされている内容が多かったですけれど、そこが見えてこないと肉付けができな

いっていうことはちょっと感じたところなんですが、人数のこともそうなんですけれ

ど、私が思ったのは、今の子供たちが何年後にこう少なくなっていくますよ、10 人の

基準を設けましょうかっていう目安が必要になってくるとは思うんです。子供たちを

基準にすることはもちろん考えてはいるんですけど、逆に先生方を基準にしたとき

は、どうなんだっていうのは、率直に思った感想です。１クラス何名かが理想でな

く、学校に何クラスが理想で、現場に立っている先生方が、きめ細かなとは言いませ

んが、子供たちを適正に見れる人数を逆算していったときに、統合時期っていうのを

割り出していくっていう考え方もあるのではないかと感じたところです。あと多様性

のところで思ったのは、今保育園でも外国籍のお子さんがいらっしゃいます。子供た

ちは、非常に仲良く、お友達として良い関係と環境を作ってくれています。これが小

学校、中学校に上がっていく数年先を見据えていくと、多分増えてくるだろう。辰野

町も、僕は子供のとき西小学校でしたけど、外国の子は正直いなかったです。これか

ら先を考えれば、多分間違いなくそこも多様化していくっていう中に含まれるんじゃ

ないかというふうに思っております。給食の問題も問われているんです。イスラム

の、いわゆる豚肉が食べられないっていうお子さんに対して給食をどこまで対応する

かっていう問題が先日ニュースにもなっていって、そういった問題は決して対岸の火

事とかそういう問題ではなく、ここでも起こりうる問題だっていうふうに思うと、そ

こは外せないんじゃないかなっていうのが、今日感じたところでございます。 

Ｏ 委 員 

私自身は高校生と保育園の子供がいて、そこを比べるだけでやっり子供の数は半分

ぐらいに減っちゃってるかなっていうのが思ったところです。長男のときは２クラス

あって、クラス替えとかもあったんで、気の合わない友達と別にしてもらう配慮など

ができたんですが、下の子たちは小学校に上がっても今のままクラスは変わらない。

そうなったときに、やっぱりいろいろ問題が出てくるんじゃないかなっていうことが

一つあるのと、統合するにあたって、今、東部と平出が統合に向けていろいろやって

るところで、交流会みたいなことは結構頻繁にやってるみたいです。そういうような

ことを、他の保育園とかそういうところもあったら友達の輪が広がっていくんじゃな

いかなっていうのがあります。私もどちらかというと統合に関しては賛成の意見で、
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大きな規模になった方が、先生たちもいろいろな面で増えてくし、実際息子が中学の

ときも、クラスは 4クラス 5クラスあったけど、結局部活動とか先生が忙しくいろいろ

できなかったとか、そういう対応とかも考えると、やっぱり大きい人数でやっていっ

た方がいいんじゃないかっていうふうに思いました。 

委 員 長 
すいません、時間がないので教育委員の皆さんはよろしいですか。次回また時間取

りますので申し訳ありません。 

Ｐ 委 員 

先ほど学習指導要領の改訂の話が出たんですけれども、これも特別部会で進めてい

ってしまったんですけども、五つあるんですよね。授業時間数なんかこれはもう教育

委員会の指導で、あるいは学校の裁量でコマを増やしたり減らしたり、授業も 40 分に

したり 45 分にしたり、自由に裁量できる。それから学習評価の方法の変更、それから

これインクルーシブ授業じゃないですけど不登校を個別の指導計画にすること。それ

から情報教育の強化、これは AI とか SNS の話だと思います。それから、学習内容を動

画でやられてもいいんです。信毎の解説を読ませていただくと、学校裁量による柔軟

な教育課程の編成を行うこととしたと。次期学習指導要領の論点整理は、教育行政の

大きな転換だと。指導要領の文字数や教科書のページ数は増え、多くの小・中学校

は、年間標準授業時間を 1015 時間を大きく上回る授業計画を立てると。これは災害や

感染症といった不測の事態も想定しながら、そうすると学校の先生はそれを全て教え

なければならない。ものすごい負担ですね。先ほどあったんですけども少人数教育っ

ていうのは必要なんだけれども、だけどそこにですね専門のマンパワーを集約した

り、設備やいろんなことを全部考えると、やっぱり学校は集約化していかなきゃいけ

ないかなというのが一つ。それは小中一貫校でも義務教育学校でもいいんですけど

も。それで私の全く個人的な意見なんですけど、このあり方検討委員会はボトムアッ

プしようと思って立つべきものではないと思うんですよ。この意見をですね、そちら

の方でまとめていただいて、教育委員会とか、教育長、それから最後、次のステップ

で最高の議決機関である町長が、要するにそこでもう 1回トップ同士が話し合って、あ

る種、それはもうプロがそこら辺を全部見た上で結論を出さないと、皆さん本当にも

っともな意見ばかりですけども、これを全部集約してどうするということはできない

と思うんで、教育っていうのはなかなかその成果について勝敗がつきにくいという

か、非常に難しいジャッジが必要だけど、そういうことだと思うんですよね。だから

ですね、これを、いろいろな意見を教育委員会の方で集約していただいて、決めてい

ただくっていうのが私の個人的なイメージかなと思います。 

委 員 長 

ありがとうございました。皆さんからご意見をたくさんいただきましたので、ちょ

っと延びて申し訳ありません。 

今日のご意見等をまとめてまた次回に繋げていくということで先ほど言った通りで

あります。最後に、この検討事項に関わっての整理が提言の骨子になるかと思うんで

すが、その内容についてのご意見をいただきました。これから次回に向けてなります

が、ただ最後に本日の討議を踏まえてですね、この委員会が今後どのように運営され

て、今後提言書の提出までどのように進んでいくのかという見通しをですね、事務局

の方からお話をいただければと思います。というのは来年 2月までが本来の私達の任期
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でありましたので、委員会の回数も限られてくると思います。ちょっと気になったも

のですから説明をしていただければと思います。 

事 務 局 

ざっくりですけれども、本日皆様からいただいた貴重なご意見を整理いたしまし

て、次回 11 月のできるだけ早い時期と考えておりますが、ここで改めてご意見をいた

だきたいと思っております。それを踏まえましてまず議会の方へ提出いたします。そ

の上で、町民の皆様のご意見を聞くということになっておりますので、パブリックコ

メント、これをいたしまして、それを元に原案という形にしまして、もう 1回この委員

会でもんでいただき、その上で提言として、この委員会から教育委員会の方へ提出し

ます。それは一応今年度内と考えておりますけども、具体的なスケジュールについて

は今のところ未定でございます。 

委 員 長 

だいぶ忙しい日程になるかなと思うんですが、また今年度内が一つの目標というこ

とで、そんな形で今後進んでいくということでありますのでよろしくお願いいたしま

す。 

Ａ 委 員 
先ほど議会に提出すると言われたようですけど、提言書を議会へ提出するということ

ですか。 

学 校 支 援

課 長 

提言書を報告するわけではなくて、パブリックコメントをする前段として、議会の

方に説明をするということです。 

委 員 長 

そんなことでこれから回数も少なくなるかもしれませんけれども、また検討してい

きたいと思います。ありがとうございました。以上で全体討議を終わりますが、協議

事項のその他で何かありましたらお願いします。なければ、協議事項これで終了とい

うことで事務局の方お願いいたします。 

学 校 支 援

課 長 

活発なご意見ありがとうございました。それでは 5のその他でございますが皆様の方

から何かございますでしょうか。よろしいでしょうか。それでは、6の閉会の言葉を副

委員長お願いいたします 

副 委 員 長 

６．閉会 

皆様長時間お疲れ様でした。以上をもちまして第 9回辰野町立小・中学校あり方検討

委員会を終わります。ありがとうございました。 

 


